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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 

本研究は、「新型コロナウイルス感染症流行に対し、適切な空港での検疫の在り方とはどの

ような体制か」に回答をよせることを目的としている。 
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3. 日本側研究チームの実施概要 

 

本目的に回答を寄せるためには、まずは、既感染者を通常実施されるサーベイランス事業

等において、どの程度捉えられているのか、次に、空港におけるモニタリング目的で実施

される那覇空港での PCR 検査を含め、沖縄県全体で実施されてきた種々の大規模 PCR 検

査事業についての評価が必要になる。 

2021 年度は、これらの研究を推進し、論文投稿中・準備を進めた他（[1][2]）、当該研究

推進に必要な関連データの収集を進めた。 
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